
    

様式第五号の二（第十四条の三関係） 
                                                                （A４）                            

実 務 経 験 証 明 書 
 （フリガナ） 

被証明者氏名 

タッケン ジロウ 

宅建 次郎 

実 務 経 験 先 及 び 在 職 期 間               証        明        者 

免 許 証 番 号          

岡山県（８）第６７８９号 
免 許 証番 号       

 国土交通大臣 

            （８）第６７８９号 

岡山県 知事 商 号 又 は 名 称         
 

県庁不動産株式会社 

職 務 内 容         
 

営業 
商号又は名称       

 
 

県庁不動産株式会社 

従業者証明書番号 
 

０８０４０１ 

在 職 期 間         

 Ｈ２０ 年  ４ 月  １ 日から 

 Ｈ２４ 年 ６ 月 ３０ 日まで 

             ４  年   ３ 月間 

代 表 者氏 名       

 

代表取締役 

  岡山 桃太郎                    

免 許 証 番 号          

免 許 証番 号       

 国土交通大臣 
            （     ）第        号 
         知事 

商 号 又 は 名 称         
 

職 務 内 容         
 

商号又は名称       

 

従業者証明書番号  

在 職 期 間         
          年      月      日から 
          年      月      日まで 
                  年      月間 

代 表 者氏 名                                       

免 許 証 番 号          

免 許 証番 号       
 国土交通大臣 
            （     ）第        号 
         知事 商 号 又 は 名 称         

 

職 務 内 容         
 

商号又は名称       

 

従業者証明書番号 
 

在 職 期 間         
          年      月      日から 
          年      月      日まで 
                  年      月間 

代 表 者氏 名                                                  

 
在職期間計      年      月間 

  

備 考 
１  証明は実務経験先の宅地建物取引業者等が行うものとし、申請者が宅地建物取引業者（法人であるときはその役員）であ

るときは、他の宅地建物取引業者等が証明すること。 
２  証明者が法人である場合においては、代表者が証明すること。 
３  実務経験先の免許が変更されているときは、区別して記載すること。 

登録申請者の氏名を記入

する。 

実
務
経
験
先
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
別
々
に
記
載
す
る
。
ま
た
、
実
務
経
験
先
の
免
許
が
変
更
（
免
許
替
え
）
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
別
々
に
記
載
す
る
。 

合計を記入する。端数切り捨て 
代表者の役職・氏名を記入する。 
 
会社及び代表者としての証明で

あることに注意すること。 

 
【注意点】 
 
「職務内容」について 
 実務経験として記載できる「職務内容」とは、免許を受けた宅地建物取引業者とし

ての経験、又は宅地建物取引業者の従業者として勤務していた経験のことであり、顧

客への説明、物件の調査等、宅地建物取引業に関する具体的な経験であることが必要 
 いわゆる総務、事務、経理、財務等の管理的な業務は不可 
 
 


